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岡
　
本
　
充
　
弘
　
先生
生年月日
　
一九四五年（昭和二〇年）一一月七日
学
　
歴
一九六四年三月
　
私立開成高校卒業
一九六四年 月
　
東京大学教養学部文化三類入学
一九六八年三月
　
東京大学文 部西洋史学科卒業
一九六八年四月
　
 東京大学人文科 系大 院西洋史専攻修士課程入
一九七一年三月
　
同終了（文学修士）
一九七一年四月
　
同博士課程入学
一九七六年三月
　
同単位取得中退
職
　
歴
一九七六年四月
　
 学術振興会奨励研究員（〜一九七七年三月）
一九七八年一〇月
　
山形大学人文学部講師
一九八一年五月
　　
同
　
助教授
一九八九年四月
　　
東洋大学文学部助教授
一九九四年四月
　　
同
　
教授（〜二〇一六年三月）
二〇〇四年 月
　　
 東洋大学人間科 総合研究所所長（〜二〇〇八年三月）
　
二〇一五年四月
　　
 東洋大学副学長・教務部長（〜二〇一五年九月）
　
東京歯科大学、成蹊大学、山形女子短期大学、宮城教
育大学、日本大学、お茶の水女子大学、東京都立大学、立正大学、学習院 非常勤講師等を歴任 二○○○年四月〜二〇〇一年三月マンチェスター大学客員研究員著書・編著書・
 岡本充弘『国境のない時代の歴史』近代文芸社、一九九三年一月
・
 岡本充弘『開かれた歴史へ──脱構築のかなたにあるもの』御茶の水書房、二〇一三年二月
・
 喜安朗・ ・谷川稔・北原敦編『歴史として、記憶として─「社会運動史」一九七〇〜一九八五』御茶の水書房、二〇一三年五月
・ 岡本充弘・鹿島徹・長谷川貴彦・渡辺賢一郎編『歴史を射つ──言語論的転回・文化史 パブリックヒストリー・ナショナルヒストリー』御茶の水書房、二〇一五年九月
・
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年〜二一年科学研究費報告書』二〇一〇年一月）
訳書・共訳書・
 ドロシィ・トムスン、古賀秀男・ 充弘訳『チャーティスト──産業革命期の民衆政治運動』日本評論社、一九八八年九月
・
 ジョージ・ダグラス・ハワード・コール、古賀秀男・岡本充弘・増島宏訳『チャーティストたちの肖像』法政大学出版局、一九九四年四月
・
 Ｔ・スパイビ、岡本充弘訳『グローバリゼーションと世界社会』三嶺書房、一九 年一一
・
 キース・ジェンキンズ 歴史を考えなおす』法政大学出版局、二○○五年 月
論文・
 「 『共産党宣言』とイギリス──最初の英語訳、一八五〇」 、篠原敏明・石塚正英編『共産党宣言──解釈の革新』御茶の水書房、一九九八年三月、二〇五〜四七頁
・
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 「歴史の諸問題」
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高
　
橋
　
継
　
男
　
先生
経
　
歴
一九四五年七月二七日
　
秋田県横手市で生まれる
一九六八年三月
　
 山形大学文理学部文科（歴史学専攻）卒業。
一九七一年三月
　
 東北大学大学院文学研究科修士課程（東洋史学専攻）修了。
一九七四年三月
　
 東北大学大学院文学研究科博士課程（東洋史学専攻）単位取得満期退学。
一九七四年六月
　
 日本学術振興会奨励研究員（七五年三月まで） 。
一九七五年四月
　
 岩手大学教養部・人文社会科学部非常勤講師（七八年三月まで） 。
一九七八年四月
　
 東北大学文学部附属日本文化研究施設助手（八二年三月まで） 。
一九八二年四月
　
 東洋大学文学部史学科専任講師
一九八八年四月
　
東洋大学文 部史学科助教授昇格
一九九一年六月
　
白山史学会会長（九二年六月まで） 。
一九九五年四月
　
東洋大学文 部史学科教授昇格。
二〇〇一年四月
　
 東洋大学文 部史学科主任（〇三年三月まで） 。
二〇〇五年八月
　
唐代史研究会会長 （〇七年七月まで） 。
二〇〇八年四月
　
 東洋大学大学院文学研究科史学専攻主任（一〇年三月まで） 。
二〇一〇年四月
　
 東洋大学アジア文化研究所所長 一四年三月まで） 。
他大学非常勤講師・集中講義山形大学教育学部（一九七四・七六年度後期） 、宮城教育大学（一九八〇年度後期） 、 国士舘大学文学部（一 八九年度～二〇〇 年度） 、大阪市立大学文学部・同大院文学研究科 九五年七月） 、山形大学人文学部（一九九七年一〇月） 、 中央大学文学部（一九九八年度） 、東北学院大学文学部（一九九八 岩手社会科学部（二〇〇一年八月・一二月 〇五 八 ）
編著『中国石刻関係図書目録（一九四九～二〇〇七）
　
附『石
刻史料新 』 （全四輯）書名・著者索引』 （汲古書院、二〇〇九年二月）『中国石刻関係図書目録（二〇〇八～二〇一二前半）稿』（明治大学東洋史資料叢刊一〇、明治大学東アジア石刻文物研究所、二〇一三年三月）責任編集唐代史研究会編『唐代史研究会報告第Ⅷ集
 東アジア史
における国家と地域』 （刀水書房、一九九九年七月）論文「劉晏の巡院設置について」 （ 『集刊東洋学』第二八号、一九七二年一〇月）「唐後半期に於ける度支使・塩鉄転運使系巡院の設置について」 （ 『集刊東洋学』第三〇号、一九七三年 二月）「唐代の地方塩政機構─とくに塩監 （塩院） ・ 等について─」 （ 『歴史』第四九輯、一九七六年一 月）「唐代後半期における巡院の地方行政監察業務について」
（ 『星博士退官記念中国史論集』同記念会、一九七八年一月）（中文訳） 「唐代後半期的巡院地方行政監察事務」 （張韶岩・馬雷訳） （劉俊文編『日本中青年学者論中国史
　
六朝隋
唐卷』上海古籍出版社、一九九五年一二月）「唐後期における商人層の入仕について」 （ 『東北大学日本文化研究所研究報告』第一七号、一 八一 三「唐後半期における巡院と漕運」 （ 『東洋大学文学部紀要』第三六集（史学科篇八） 、一九八二年一二月）「逸文唐令三条と唐戸令参考資料一条」 （ 『東洋大学東洋史研究報告』Ⅲ、一九八四年 月）「唐後半期、度支使・塩鉄転運使系巡院名増補攷」 （ 『東洋大学文学部紀要』第三九集（史学科篇一一） 、一九八六年二月）「新唐書食貨志記事の典拠史料覚書（一） ・ （二） ・ 三） ・（四） ・ （五） 」 （ 『東洋大学文学部紀要』第四〇集（史学科篇一二） 、 九八七年二月） ・ （ 『中国古代の法と社会
　
栗
原益男先生古稀記念論集』汲古書院、一九八八年七月） ・
（ 『東洋大学文学部紀要』第四四・四六・四九集（史学科篇一六・一八・二一） 、一九九一年三月・九三年三月・九六年三月）「唐代後期の解府君墓誌と殷府君墓誌」 （唐代史研究会編『唐代史研究会報告第Ⅶ集
　
東アジア古文書の史的研究』
刀水書房、一九九〇年九月）「唐後半期の官界における知院官（度支・塩鉄転運巡院の長官）の位置について─知院官攷
　
その一─」 （ 『堀敏
一先生古稀記念
　
中国古代の国家と民衆』汲古書院、
一九九五年三月「唐代後半期の度支・塩鉄転運巡院制に関する若干の考察」 （中国唐代学会編輯委員会編『第三届中国唐代文化学術研討会論文集』 （台湾 中国唐代学会、 九九七年六月）「日本の隋唐史研究─社会経済史・制度史研究者の紹介を中心として─」 （ 『唐代史研究』 創刊号、 一九 八年六月）「洛陽出土唐代墓誌四方の紹介と若干 考察」 （ 『東洋大学文学部紀要』第五二集（史学科篇二四） 、一九九九年
三月）「最古の「日本」─「杜嗣先墓誌」の紹介─」 （専修大学・西北大学共同プロジェクト編『遣唐使の見た中国と日本─新発見 「井真成墓誌」 から何がわかるか』 朝日新聞社、二〇〇五年七月）「唐〈楊漢公墓誌〉考釈（上） ・ （下） 」 （玉野卓也・竹内洋介と共著） （ 『 （東洋大学）アジア文化研究所研究年報』第四〇・四一号、二〇〇六年二月・〇七年二月）「唐代後期の〈韋応墓誌〉─塩鉄転運江淮留後に関連して─」 （ 『東洋大学文学部紀要』第六六集（史学科篇三八） 、二〇一三年三月）「唐初における国号〈隋〉字の字形変化─〈煬帝墓誌〉の発見によせて─」 （ 『 （東洋大学）アジア文化研究所研究年報』第四九号、二〇一五年二月）
高橋継男先生（近影）
　
高橋継男教授は、二〇一五年七月に古稀を迎えられ、本学の規定により本年度末をもって定年退職されることとなっ
た。史学科の最長老として長年にわたり勤められた先生の引退に、学科を挙げて惜別の念を禁ずることができない。　
先生は、一九四五年七月に秋田県横手市で生まれ、六八年三月に山形大学文理学部を卒業。その後、東北大学大学院
文学研究科に進まれ、七四年三月に博士課程を単位取得満期退学。日本学術振興会奨励研究員、岩手大学非常勤講師、東北大 助手を歴任さ た後、 八二年四月 専任講師として本学史学科に着任された。 以後三十四年間の長きにわたり東洋史専攻の教員として本学科で教鞭を執られてきた。この間に、白山史学会会長や史学科学科主任、大学院史 専攻主任を務められるなど、学科運営にも貢献されてきた。このほかに、学内ではアジア文化研究所に所属して、所長を二期にわたり たほか 外では、唐代史研究会の会長も務められ 多くの後進を指導 てきた。　
先生の御研究は、隋唐時代の中国を対象とされ、謹厳な実証をその一貫した学風とされてきた。唐代の財政・物流政
策について、 特に「巡院」の解明 長年にわたり取り組まれ、 『新唐書』などの文献史料の記述を厳密に再検討する中で、その実態を明らかにされてきた。また同時代史料として墓誌に着目され、石刻史料関係文献の詳細な目録 まとめられるとともに、自身の研究 活用さ てき 。その中には長きにわたり定説とされてきた通念を覆す成果もあり、実証史家としての先生の面目躍如 るものがあ 。学生指導の面では 東洋史専攻で中国古代 ・中世史をテーマ 選んだ生の指導を一手に引き受けられてきた。 温かく時に厳しいその薫陶を受けて、 多くの学生が先生の門下より巣立っていったのであるが、卒業後も東洋史専攻でのコンパや旅行、同窓誌『東天紅』を通じ 少なからぬ教え子がつながりを保ち続けている は、まこと 先生の温厚な人柄によるところが大きかっ と振り返るものである。　
このような先生の足跡を思うと、まことに名残惜しいものがありますが、先生にはこれまでの御尽力に感謝申し上げ
るとともに、どうか益々御健勝で、退職 後も我々後学を御指導ください すよう 心よりお願い申し上げます。
岡本充弘先生（近影）
　
岡本充弘教授は、二〇一六年三月をもって本学を定年退職される。一九八九年に山形大学より移られてから二七年の
長きにわたって本学史学科に所属し、研究と教育とにあたられた。その間、多くの学生の指導とともに、白山史学会会長、東洋大学人間科学総合研究所 長、東洋大学副学長（教務部長）など 要職も歴任された。　
研究面では、 長年チャーチスト運動の研究に携わり、 いくつかの翻訳書と多くの論文を執筆された。 また、 一九九〇年代
からは、 歴史理論につい も関心を広げ、 多くの著書・論文を執筆するとともに、 さまざまな研究会を主催してこの面でのわが国の研究を牽引された。 とくに二〇〇〇年代に入ってからは、 人間科学総合研究所によりつつ、 欧米の多くの著名学者を招聘して大規模な研究集会を開き、 東洋大学の名を日本における歴史理論研究の一大拠点として広く知らしめた。　
教育面では、ユーモアを絶やさぬ温容溢れる人柄から、多くの学生に慕われ、数多くの卒論指導学生を輩出した。岡
本ゼミから出て来る卒業論文は、欧米各国の広い領域にわたり 扱うテーマも非常に多岐にわたったが いずれにも共通するのは、自らの興味にしたがって自由に論じようとする姿勢であった。 生の個性を尊重し、必要最小限のこと以外は自由にやらせようとす 指導者の姿がそこ は見えた。それは時として失敗したが、成功した場合は、非常 質の高い卒論を生み出した。卒業を危ぶまれる学生も、そうした指導によって、多くが卒論完成に導かれ 。　
岡本教授の在籍した二七年間に 東洋大学文学部も大きな変化を経た。 二〇〇五年からは白山六号館で 一貫教育が始
まり、 その後も大きな変革が続いた。 その間史学科も難し 決断をさまざまに迫られ が、 岡本教授は一貫して独自の視から史学科のあるべき姿、 今後取るべき道を示さ た。 は必ずしも全員を説得しなかったが、 史学科の進路決定 大きな影響をもたらした。 その見解が当面の問題の意義を明確にし、 史学 教員各人は自らの態度決定に深く思い い さざるを得なかった。 今後、 うした岡本教授 欠いたま に史 科を運営しなければならないことが、 寂しさ ともに一種の苦しみ 感じさせるが、 とまれ古稀 至るまで無事職責を果 されたことへの慶賀の念ととも 教授を送り出したい。
東洋大学文学部紀要
　
第六九集 （二〇一六年二月） 抜刷
（東洋大学文学部紀要第六九集史学科篇第四一号）
平安中・後期の対外関係とその展開過程
森
　
公章
東洋大学文学部紀要
　
第六九集 （二〇一六年二月） 抜刷
（東洋大学文学部紀要第六九集史学科篇第四一号）
ルイス・フロイスの描く織田信長像について
神田千里
大坂干鰯屋近江屋市兵衛の経営（三）
白川部達夫
東洋大学文学部紀要
　
第六九集 （二〇一六年二月） 抜刷
（東洋大学文学部紀要第六九集史学科篇第四一号）
東洋大学文学部紀要
　
第六九集 （二〇一六年二月） 抜刷
（東洋大学文学部紀要第六九集史学科篇第四一号）
戦時下の豪州小麦輸入をめぐる三井物産・三菱商事
――一九三九〜四〇年の内部資料から
大豆生田
　　
稔
東洋大学文学部紀要
　
第六九集 （二〇一六年二月） 抜刷
（東洋大学文学部紀要第六九集史学科篇第四一号）
中華民国元年五月における川漢鉄路公司株主会の国有化決議
――保路運動後の四川鉄道国有化問題に関する新史料の紹介と分析
千葉正史
東洋大学文学部紀要　第69集（2016年2月）抜刷
（東洋大学文学部紀要第69集史学科篇第41号）
アイネイアス『攻城論』
　　　　　　──訳および註解──（4）
髙 畠 純 夫
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二四九
◎研究室の動き○人事　
二〇一五年四月一日付
　
・平成二十七年度大学院文学研究科史学専攻長に補される

森
　　
公章
　
・平成二十七年度文学部史 科学科長に補される

鈴木
　
道也
　
二〇一五年三月三十一日付
　
・平成二十六年度大学院 研究科史 専攻長を退任する

森
　　
公章
　
・平成二十六年度文学部史 科学科長を退任する

大豆生田
　
稔
○史学科調査実習　
・
 二
〇
一
四
年
四
月
十
二
日
　
史
学
科
の
学
部
生
を
対
象
と
し
た
実
習
を行いました。国立歴史民俗博物館（佐倉市）
　
専任教員活動報告森
　　　
公
　
章
　
教授
研究活動○論文・ 「奈良時代後半の遣唐使とその史的意義」
単著
　
二〇一五年三月一五日（昨年度未掲載）
『東洋大学大学院紀要』五一集（三二七〜三五四頁）・ 「渡海日記と文書の引載」
　
単著
　
二〇一五年三月三一日（昨
年度未掲載）
　
倉本一宏編『日記・古記録の世界』 （思文閣出版）
（五四一〜五七〇頁）・ 「平安中・後期の対外関係とその展開過程」単著
　
二〇一六年二月二八日
　『東洋大学文学部紀要』史学科
篇四一号（一〜四七頁）
○その他・
 「鞠智城「繕治」の歴史的背景」
　
単著
　
二〇一五年三月三一
日（昨年度未掲載）
　
熊本県教育委員会『鞠智城東京シンポジ
ウム二〇一四成果報告書』 （六六〜八〇頁）
・
 「古代朝鮮戦争─朝鮮半島に雄飛する倭王権─
　
単著
　
二〇一五年四月六日
　『歴史読本』六〇の四（六八〜七五頁）
・ 「東アジア関係史と『古事記』 」
　
単著
　
二〇一五年五月二五日
『古代史研究の最前線
 古事記』 （洋泉社） （一五二〜一六七頁）
・
 「 北山抄』巻十「吏途指南」校訂文（案）と訓読・略註」
　
共著（上村正裕・神戸航介・染井千佳・武内美佳・林友里江）二〇一五年五月三一日
　『白山史学』五一号
　　
（八五〜
一三四頁）
・
 「飛鳥寺」
　
単著
　
二〇一六年二月一〇日
　
木下正史編『飛鳥
史跡事典』 （吉川弘文館） （四八〜五一頁）
・
 「 「郡的世界」と郡家の機構─入間郡家を考える─ （川越市立博物館二五周年記念シンポジウム）
　
川越市やまぶき会館
　
二五〇
二〇一五年四月一二日
・
 「稲荷山鉄剣銘の衝撃─金石文・中国史書と記紀からみた四・五世紀史─」古代史シンポジウム
 発見・検証
 日本の古代「騎
馬文化と前方後円墳の広がり」 （角川文化振興財団）
　
御堂会
館（大阪）
　
二〇一五年六月二八日
・
 「 『日本書紀』に記された出雲」 （島根県教育委員会主催）
　『出
雲国風土記』と『古事記』 『日本書紀』
　
有楽町讀賣ホール
　
二〇一五年七月二六日
・
 「国風文化」
　
朝日カルチャーセンター新宿
　
二〇一五年八月
二四日
・
 「荘園と武士」
　
朝日カルチャーセンター新宿
　
二〇一五年九
月一四日
・
 「古代天皇制の成立はいつか─大王と天皇の力から見た国家成立過程─」古代史シンポジウム
 発見・検証
 日本の古代「ここ
までわかった日本の古代」 （角川文化振興財団）
　　
有楽町朝
日ホール
　
二一〇五年九月二七日
・
 ＮＨＫ・ＢＳプレミアム「英雄たちの選択・阿倍仲麻呂」コメント出演
　
二〇一五年一一月五日
・
 「倭の五王と東アジアの国際関係」
　
大阪府立近つ飛鳥博物館
講演会
　
りそな銀行大阪本店地階講堂
　
二〇一六年二月七日
○調査活動・
 科学研究補助金基盤研究Ｃ「郡的世界 から国衙の支配への歴史的変遷に関する基礎的研究（研究代表者）
学会活動
白山史学会、 木簡学会、 史学会、 日本歴史学会、 日本史研究会、大阪歴史学会、続日本紀研究会、正倉院文書研究会、延喜式研究会、条里制・古代都市研究会、高知海南史学会、朝鮮史研究会
教育活動・
 学内
　
日本史概説、歴史学基礎演習①、日本史史料研究①、
日本史学卒論演習①（学部） 、日本史学特論Ⅰ 日本史学演習Ⅰ、日本史学特殊 Ⅰ 日本史学研究指導Ⅰ（大学院）
社会的活動・練馬区文化財審議委員・大宰府史跡調査研究指導委員会委員・文部科学省教科用図書検定調査審議会臨時委員・大学評価 学位授与機構学位審査会歴史部会専門委員・国立歴史民俗博物館総合展示第一室リニューアル 会委員・府中市史編纂委員・日本歴史学会理事・評議員大学・学部管理・運営活動・大学院文 研究科委員・大学院文学研究科 専攻専攻長・出版会運営委員・大学院年次刊行物編集委員会・東洋大学井上円了記念博物館館長
二五一
神
　
田
　
千
　
里
　
教授
研究活動○論文・大友宗麟の改宗─その実態と背景─
　
単著
『東洋大学文学部紀要』第六八集、二〇一五年二月二七日、七一〜一一〇頁
〇書評・五野井隆史著『島原の乱とキリシタン』
　
単著
二〇一五年一 月 日
　『日本歴史』八一〇号、九九〜一〇一
頁
〇学会活動
白山史学会（会員） ・史学会（同） ・日本史研究会（同） ・海南史学会（同） 。
教育活動○
 歴史学基礎演習・日本史史料研究・日本史学特講 史学概論・日本史学卒論演習 以上学部） ・日本史学特論・日本 演習・日本史学研究指導（以上大学院） 。
社会的活動
なし。
大学・学部管理・運営活動
・大学院文学研究科委員
白川部
　
達
　
夫
　
教授
研究活動論文「大坂干鰯屋近江屋市兵衛の経営 （二） 」 （ 『東洋大学文学部紀要』六八集史学科四〇号、二〇一五年二月二五日）単著、一一一〜一二九頁「近世後期伊勢の肥料と農業経営」 （ 『東洋大学人間科学総合研究所紀要』一七号、二〇一五年三月） 六二〜一四 （一〜一八）頁「 『内分取調帳』からみた高橋家の経営」白川部達夫編『近世・近代の地域社会と名望家』Ⅲ（井上円了記念助成・共同研究二〇一四年度報告書、二〇 五年二月一四日）単著、三〜一四頁。
○その他
白川部達夫編『 世・近代の地域社会と名望家』Ⅲ・別冊『越後国宮川新田高橋家文書仮目録』 （井上円了記念助成・共同研究二〇一四年度報告書、二〇一五年 月 四日）共編、二五六頁「江戸時代の古文書の読み方４、 宗門人別帳」 『書物學』四号（勉誠出版、二〇一五年二月 〇日）単著、六四〜七四頁「江戸時代の古文書の読み方５、 年貢割付状」 『書物學』五号（勉誠出版、二〇一五年七月 七日）単著、二三〜三一頁
二五二
「江戸時代の古文書の読み方６、水と村」 『書物學』六号（勉誠出版、二〇一五年一一月一〇日）単著、八三〜九三頁
○書評「熊谷光子著『畿内・近国の旗本知行と在地代官』 」 （ 『日本史研究』六三二号、一〇一五年四月）七三〜七九頁
○研究報告「一九世紀前半の肥料商と地域市場」 （一〇一五年九月四日、於アメリカ合衆国ボストン ハーバード大学ライシャワー研究所、ワークショップ「一九世紀日本の地域経済と市場」
○調査活動
文部科学省科学研究費補助金・基盤研究Ｃ・ 般「近世の肥料商と農業経営」研究代表者
○学会活動
白山史学会、 関東近世史 会（評議員） 、 日本古文書学会（評議員） 、立正史学会（評議員）歴史学研究会、日本史研究会、歴史科学協議会、地方史研究協議会（会員） 、
教育活動○学内
歴史の諸問題、日本史学基礎演習、日本史 料研究、日本史学卒論演習③、卒業論文指導、 （以上 部）日本史学特論Ⅲ、日本史学演習Ⅲ、日本史 研究指導Ⅲ（以上大学院
○学外
中央大学
　
日本社会経済史、日本史演習
　
社会的活動〇講演「江戸幕府の旗本たち」 （一〇一五年一〇月二三日、於中野ＺＥＲＯ視聴覚ホール、主催：なかの歴史文化の会
〇文化財
埼玉県草加市「おくのほそ道の風景地
　
草加松原」保存活用
計画策定委員会委員長
〇大学・学部管理・運営活動
大学院文学研究科委員
大豆生田
 稔
　
教授
研究活動○著書・
 『防長米改良と米穀検査─米穀市場の形成と産地（一八九〇年代〜一九一〇年代） 』 、 単著、 日本経済評論社、 二〇一六年一月、一〜三七二頁
○資料紹介・
 「戦時下の豪州小麦輸入をめぐる三井物産・三菱商事─一九三九〜四〇年の内部資料から─」 、単著、 『東洋大学文学部紀要』第六九集史学科篇第四一号、二〇一六年三月、一〇三〜一六三頁
○学会報告
二五三
・
 社会経済史学会第八四回全国大会・自由論題報告「戦前期日本における米穀先物市場の統合と情報効率性─東京米穀商品取引所・大阪堂島米穀取引所を中心に─」 （二〇一五年五月三一日、早稲田大学） 、司会
○調査活動・
 日本学術振興会二〇一五年度科 研究費補助金（基盤研究（Ｃ） ） 、 「戦争と食糧難─太平洋戦争前後における食糧消費の窮乏化に関する実証的・総合的研究─」 、研究代表者
・
 日本学術振興会二〇一五年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｂ） ） 、 「戦前期日本商社の環太平洋貿易の総合的研究」 、連携研究者
・
 日本学術振興会二〇一五年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ） ） 、 「近代日本勢力圏下の市場統合と情報効率性 時変構造─内地・朝鮮米穀市場を中心に─」 、研究分担者
○国内特別研究（二〇一五年度）学会活動・
 白山史学会（常任委員） 、史学会（理事） 、社会経済史学会（評議員） 、歴史学研究会、政治経済学・経済史 会、経営史 、首都圏形成史研究会、同時代史研究会、日本農業史学会、日本植民地研究会
教育活動○学内
　
日本史学研究指導Ⅴ─日本近現代史研究─（大学院）
高
　
橋
　
継
　
男
　
教授
研究活動○論文
唐初における国号〈隋〉字の字形変化─〈煬帝墓誌〉の発見によせて─ 『 （東洋大学） アジア文 研究所研究年報』 （二〇一四年）第四九号、Ｂ５、 一九〜四二頁、二〇一五年二月二七日
○国際シンポジウム報告
唐代における国号〈隋〉字の変化
　『新中国出土墓誌』刊行
二十周年記念日中合同中国石刻 際シンポジウム（研討会）　（中国）故宮博物院古文献研究所・ （日本）明治大学東アジア石刻文物研究所ほか主催
　
二〇一五年一二月一二日
　
於明
治大学駿河台キャンパス、発表内容『 《新中国出土墓誌》刊行二十周年記念日中合同中国石刻国際シンポジウム（研討会論文集』 （二〇一五年一二月一二日）掲載
○研究会講演
国号〈隋〉字研究余滴
　
東洋大学アジア文化研究所第一〇回
年次集会
　
二〇一六年一月二三日
　
於東洋大学白山キャンパ
ス・スカイホール
○学会活動
白山史学会（常任委員） ・唐代史研究会・東洋史研究会・東方学会・史学会・法制史学会・東北中国学 中国社会文化学会・日本中国考古 以上、会員）
二五四
教育活動
歴史学基礎演習⑤、 東洋史学演習④范祖禹撰『唐鑑』を読む、東洋史学卒業論文演習①─卒論の作成（四年生）と確実なテーマの設定 （三年生） 、 東洋史概説 ［以上、 学部］ 、 東洋史学特論Ⅰ、東洋史学演習Ⅰ、東洋史学研究指導Ⅰ［以上、大学院］
○大学・学部管理・運営活動
大学院文学研究科委員、文学部教職課程運営委員会委員
 ア
ジア文化研究所運営委員、
千
　
葉
　
正
　
史
　
准教授
研究活動○論文・
 「奉天交渉署作成張作霖爆殺事件調査報告書──中国側報告書の紹介と訳出──」単著（ 『東洋大学文学部紀要』第六八集史学科篇第四〇号、二〇一五年二月）一三一〜一五〇頁
・
 「東アジアにおける鉄道高速化の歴史的回顧」 単著 （ 『鉄道史学』第三三号、二〇一五年一 月）四八〜五二頁
○研究報告・
 東洋大学アジア文化研究所第九回年次集会研究員発表「近現代東アジア交通史試論」 （東洋大学、二〇一五年一月二四日）
○その他・
 「交通運輸」単著（ 『中国年鑑２０１５』 、中国研究所、
二〇一五年五月）三四二〜三四五頁
・
 「歴史学会第三九回大会シンポジウム参加記」単著（ 『史潮』新七七号、二〇一 年六月）九七〜九九
・
 「二〇一四年度第三二回大会共通論題報告「新幹線五〇年─その歴史と現状の国際的考察」問題提起」単著（ 『鉄道史学』第三三号、二〇一五年一 月）三七〜 八頁
○学会活動
白山史学会（会長） 、鉄道史学会（理事 、メトロポリタン史学会（委員） 、史学会、社会経済史学会、東洋史研究会、歴史学会
教育活動○
 学内地域史（東洋）Ａ②、 地域史（東洋）Ｂ② 東洋史史料研究②、歴史学基礎演習⑥・東洋史学基礎演習②、東洋史学卒論演習②、日本史 卒論演習④（以上、学部）東洋史学特論Ⅱ、東洋史学演習Ⅱ、東洋 学特殊研究Ⅱ、東洋史学研究指導Ⅱ（以上、大 院）
社会的活動○講演・
 国際善隣協会二〇一五年一一月度東北フォーラム「満洲における中国の鉄道──京奉鉄道と近代満洲の歴史」 二〇一五年一一月二五日、国際善隣協会
５階会議室
二五五
大学・学部管理・運営活動
自己点検・評価活動推進委員会委員、文学部自己点検・評価委員会委員長、アジア文化研究所運営委員
高
　
畠
　
純
　
夫
　
教授
研究活動○著書『ペロポネソス戦争』 、東洋大学出版会、２０１５年
11月
30日、
239頁
○訳・註解
髙畠純夫「アイネイアス『攻城論』──訳および註解──（
3） 」 、 『東洋大学文学部紀要
　
史学科篇』
40号、
240（
1）
-
181
（
60）頁、２０１５年
3月
○雑文
髙畠純夫「
W
orldA
ncientL
aw
Sym
posium
,Shanghai,O
n
Septem
ber28,2014 報告」 『かいほう』
12５、
５-
7頁、２０１５
年
8月
髙畠純夫「史学科海外研修」 『イタリアで見たこと学んだこと』〈イタリア研修レポート集〉
、
4-
５頁、２０１５年
3月．
学会活動
白山史学会（常任委員） 、史学会（理事、大会実行委員） 、西洋古典学会、古代世界研究会（委員）
教育活動○学内
西洋史学概論、西洋史史料研究①、西洋史学卒論演習①、西洋史学特講（以上、学部） 、西洋史学特論Ｉ、西洋史学特殊研究Ｉ、 研究指導Ｉ、西洋史学演習Ｉ、西洋史学研究指導Ｉ（以上、大 院）
大学・学部管理・運営活動
大学協議委員会委員、体育協議会委員 大学院文学研究科委員
鈴
　
木
　
道
　
也
　
教授
研究活動○論文・
 「中世後期フランスにおける歴史記述の俗語化について」単著　
二○一五年三月一五日
　『東洋大学文学部紀要』史学科篇
四〇号
　（一八〇〜一五二頁）
・
 「中世の百科全書とフランス王権」 単著
　
二〇一五年六月
　『日
仏歴史学会会報』三〇号（四四〜四七頁）
○学会報告・
 「中世の百科全書とフランス王権」日仏歴史学会第五回研究大会、二〇一五年三月二八日（於：駒澤大学）
・
 「前近代の歴史意識とナショナル・アイデ ティティ：フラン
二五六
スと日本の比較」
　
日仏文化思想学会研究発表会、二○一五年
九月一七日（於：ストラスブール大学）
○調査活動・
 日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究（Ａ） ） （一般） 「制度と政治社会の相互関係から見たヨーロッパ中世の発展と変容」研究分担者
・
 日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究（Ｂ） ） （一般 「中世ヨーロッパ世界における統治理念と社会制度の比較的統合の研究」研究分担者
学会活動
白山史学会、西洋中世学会（常任委員） 、西洋史研究会（評議員） 、日本西洋史学会、史学会、東北史学
T
heM
edieval
C
hronicleSociety 、日仏歴史学会（会員）

教育活動○
 学内
　
地域史（西洋）Ａ①、地域史（西洋）Ｂ①、歴史学基
礎演習⑦、西洋史史料研究②、西洋史 卒論演習②（以上、学部） 、西洋史学特論ⅡＡ、 特論ⅡＢ、西洋史学演習ⅡＡ、西洋史学演習ⅡＢ、西洋史学 指導ⅡＡ、西洋史学研究指導ⅡＢ、西洋史学特殊研究ⅡＡ、西洋史学特殊研究ⅡＢ（以上、大学院）
○
 学外
　
駒澤大学（非常勤講師）外国史各説、 東北大学大学院（非
常勤講師）西洋史特論
社会的活動・
 ＮＨＫ文化センターさいたまアリーナ教室講師（ 「世界遺産で学ぶヨーロッパ史」 ）
大学・学部管理・運営活動・学科長後
　
藤
　
はる美
　
講師
研究活動〇論文・
 「 「考えられぬこと」が起きたとき──ステュアート朝三王国とイギリス革命」 近藤和彦編 『ヨーロッパ史講義』 山川出版社、二〇一五年
・
 「迷信・軽信・篤信──一七世紀イングランドにおける魔女と悪魔憑き」 『白山史学』五一号、二〇一五年
〇研究プロジェクト・
 研究代表者、科学研究費補助金（若手Ｂ） 「王政復古期イギリスにおける臣民と市民」 （二〇一三〜二〇一六年度）
・
 研究分担者、科学研究費補助金（基盤Ｂ） 「歴史的ヨーロッパにおける複合政体のダイナミズムに関する国際比較研究」 （研究代表者・古谷大輔〔大阪大学〕 、二〇一三〜二〇一六年度）
・
 研究分担者、科学研究費補助金（基盤Ｂ） 「コスモポリタニズムと秩序形成」 （ ・勝田俊輔〔東京大学〕 、
二五七
二〇一四〜二〇一七年度）
学会活動
白山史学会、史学会、西洋史学会、都市史学会
教育活動
学内
　
英語ⅠＢ⑤⑥⑦、西洋史学特講⑥、西洋史学卒論演習
④スロヴェニア・リュブリャー ナ大学短期海外研修引率（二〇一六年二〜三月）
大学・学部・管理活動
外国語委員、グローバル委員会
岡
　
本
　
充
　
弘
　
教授
研究活動〇著書・論文
岡本充弘・鹿島徹・長谷川貴彦・渡辺賢一郎編『歴史を射つー言語論的転回、文化史、パブリックヒストリ 、ナショナルヒストリー』御茶の水書房、二〇一五年九月、全四三〇頁
〇科学研究費・
 研究代表者、 「文化的意識としての過去認識」 （平成二五年〜二七年度科学研究費・基盤Ｃ）
学会活動
白山史学会会員（常任委員） 、 現代史研究会会員、 史学会会員、
西洋史学会会員、世界史研究会会員（理事） 、ＩＳＣＨ（国際文化史学会会員） ＷＨＡ（世界史学会）会員。
教育活動
歴史学基礎演習、西洋史史料研究３、歴史の諸問題、西洋史学卒業論文演習３、西洋史学特論Ⅲ〔大学院〕西洋史学演習Ⅲ〔大学院〕西洋史学研究指導Ⅲ〔大学院〕西洋史学特殊研究Ⅲ〔大学院〕
大学・学部・管理活動
副学長・教務部長（四月一日〜九月九日） 、人間科学総合研究所運営委員。
植
　
野
　
真
　
澄（文学部助教）
研究活動○単著・
 『戦後日本と傷痍軍人』有志舎、二〇一六年
○史料編纂と解説・
 「戦後処理問題としての旧軍事援護団体の戦後」 『資料集戦後日本の社会福祉制度
 第Ⅵ期「戦後処理・遺家族援護・婦人保
護基本資料」 』 柏書房、 二〇一五年七月 （第一〜二巻 『戦後処理』 ）
・
 「戦傷病者戦没者遺族等援護法の制定過程について」 『資料集戦後日本の社会福祉制度
 第Ⅵ期「戦後処理・遺家族援護・婦
人保護基本資料」 』柏書房、二〇一五年七月（第三
〜
五巻『遺
二五八
家族援護』 ）
・
 「戦傷病者戦没者遺族等援護法の制定と軍人恩給の復活」 『資料集戦後日本の社会福祉制度
 第Ⅵ期「戦後処理・遺家族援護・
婦人保護基本資料」 』柏書房、二〇一五年七月（第六巻『援護法と軍人恩給』 ） 。
・
 「敗戦直後の傷痍者援護・保護対策」 『資料集戦後日本の社会福祉制度
 第Ⅶ期「傷痍者・障害者福祉基本資料」 』柏書房、
二〇一五年一二月（第一〜二巻『傷痍者援護対策』 ）
○その他・
 「二〇一五年度の学内博物館実習について」 『東洋大学博物館学年報』第 八号、二〇一六年三月
○研究報告・
 白山史 会第五三回大会「戦後日本の傷痍軍人
〜
大阪府傷痍
軍人会旧蔵資料が伝える傷痍軍人の戦中・戦後
〜」二〇一五
年十一月二八日、東洋大学
○調査研究活動・
 日本学術振興会科学研究費補助金（若手研究Ｂ） 「近代日本の傷痍軍人の実態に関する歴史学的基礎研究」 （二〇一五
〜
二〇一七年度） 、研究代表者
・
 日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究Ｃ） 「戦後都市社会における空襲被災者運動の歴史学的研究」 二〇一五
〜
二〇一七年度、公益財団法人政治経済研究所）研究分担者
・
 日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究Ｂ） 「現代日本
における軍事文化に関する社会学的基礎研究」 （二〇一四
〜
二〇一六年度、京都大学）研究分担者
・
 公益財団法人政治経済研究所二〇一四年度特別プロジェクト研究「空襲後の都市社会と戦災当事者運動─全国戦災傷害者連絡会を中心に─」共同研究者（二〇一四年七月
〜
二〇一五
年六月）
・
 公益財団法人政治経済研究所附属東京大空襲・戦災資料センター戦争災害研究室研究員
学会活動
　
白山史学会、同時代史学会、社会事業史学会、東京社会福
祉史研究会、軍事史学会、日本史研究会、史学会（以上全て会員）
教育活動○
 学内
　
博物館資料論、博物館展示論、博物館概論、博物館実
習Ⅱ、日本史学演習
○
 学外
　
博物館概論（日本映画大学）
社会的活動・
 二〇一五年度東洋大学公開講座エクステンション講座Ｂ 自分史を書く講座」二〇一五年五月二〇日
〜
七月九日（文学部
矢口悦子教授と共同で担当）
大学・学部・管理活動
　
井上円了記念博物館運営委員
二五九
二〇一五年度文学部史学科講義題目日本史概説─日本史の中の古代国家の成立と展開─

教
　
授
　　　
森
　　　
公
　
章
東洋史概説─中国魏晋〜隋唐史─

教
　
授
　　
高
　
橋
　
継
　
男
西洋史概説─西洋古代史─

教
　
授
　　
髙
　
畠
　
純
　
夫
歴史学基礎演習①─史料に基づく歴 の構築方法を学び、学術論文も読んでみよう─

教
　
授
　　
森
　　
公
　
章
歴史学基礎演習②─ 料・文献に親しむ─

教
　
授
　　
神
　
田
　
千
　
里
歴史学基礎演習③─ 近世 書史料 解読

教
　
授
　　
白川部
　
達
　
夫
歴史学基礎演習⑤─歴史研究のための 礎的学力を、東洋史 例にしてやしなう─

教
　
授
　　
高
　
橋
　
継
　
男
歴史学基礎演習⑥─歴史学とはど ような学問なのか、身近な東洋史より んでみよう─
 准教授
　　
千
　
葉
　
正
　
史
歴史学基礎演習⑦─ （西洋中世学）研究入門
　
─歴史学とはどのような学問か──
 教
　
授
　　
鈴
　
木
　
道
　
也
歴史学基礎演習⑧─ の基礎的方法─

教
　
授
　　
岡
　
本
　
充
　
弘
日本史 料研究①─日本古代史 料読解方法を学ぶ─

教
　
授
　　
森
　　
公
　
章
　　　
同
　　　
②─中世史料・論文を読む─

教
　
授
　　
神
　
田
　
千
　
里
　　
同
　　
③─近世村落文書を読む─

教
　
授
　　
白川部
　
達
　
夫
　　
同
　　
④─日本 現代史史料の講読

講
　
師（兼）中
　
村
　
崇
　
高
東洋史史料研究①─アラビア語史料の英訳の講読

講
　
師（兼）柴
　
山
　　
滋
　　　
同
　　　
②─中国史関連文献史料の基礎学習

准教授
　　　
千
　
葉
　
正
　
史
西洋史史料研究①─古代ギリシア 料講読─

教
　
授
　　
髙
　
畠
　
純
　
夫
　　　
同
　　　
②─中世ヨーロッパの史料を読み、考え、理解する─

教
　
授
　　
鈴
　
木
　
道
　
也

二六〇
　　　
同
　　　
③─史料の探索：画像・映像史料─

教
　
授
　　　
岡
　
本
　
充
　
弘
史学概論
　
─歴史学とはどのような学問か？─

教
　
授
　　
神
　
田
　
千
　
里
日本 卒 演習①
　
─日本古代史の研究方法─

教
　
授
　　
森
　　
公
　
章
　　　
同
　　　　
②
　
─日本中世史の諸問題─

教
　
授
　　
神
　
田
　
千
　
里
　　
同
　　
③
　
─近世史の諸問題─

教
　
授
　　
白川部
　
達
　
夫
　　
同
　　
④
　
─日本 現代史の卒論作成─

准教授
　　
千
　
葉
　
正
　
史
　　
同
　　
⑤
　
─日本近現代史の卒論作成─

講
　
師（兼）中
　
村
　
崇
　
高
東洋史学卒論演習①─卒論の作成（４年生）と確実なテーマの設定（３年生）─

教
　
授
　　　
高
　
橋
　
継
　
男
　　　
同
　　　　
②─東アジア近世・近現代史の卒論作成─

准教授
　　
千
　
葉
　
正
　
史
　　
同
　　
③─アジア史の諸問題─

講
　
師（兼）栗
　
山
　
保
　
之
西洋史学卒論演習①─西洋古代史 作成─

教
　
授
　　　
髙
　
畠
　
純
　
夫
　　　
同
　　　　
②─中世ヨーロッパ史の卒論を書くために─

教
　
授
　　
鈴
　
木
　
道
　
也
　　
同
　　
③─ヨーロッパ近現代 研究─

教
　
授
　　
岡
　
本
　
充
　
弘
　　
同
　　
④─ヨーロッパ近世史専攻のための卒論作成法─

講
　
師
　　
後
　
藤
　
はる美
日本史学演習①─『日本書紀』推古紀の講読─

講
　
師（兼）酒
　
寄
　
雅
　
志
　　　
同
　　
②─摂関期の史料を読む─

講
　
師（兼）有
　
富
　
純
　
也
　　
同
　　
③─『吾妻鏡』講読─

講
　
師（兼）髙
　
槗
　
典
　
幸
　　
同
　　
④─十四─十六世紀日本の対外関係─

講
　
師（兼）中
　
島
　　
敬
　　
同
　　
⑤─江戸の町触をよむ─

講
　
師（兼）松
　
本
　
剣志郎
二六一
　　　
同
　　
⑥─『会津藩家世実紀』を読む─

講
　
師（兼）小
　
池
　　　
進
　　
同
　　
⑦─近代の史料を読む─

講
　
師（兼）落
　
合
　　
功
　　
同
　　
⑧─日本 現代 の中の民間非営利組織と公共性─

講
　
師（兼）渡
　
辺
　　
新
　　
同
　　
⑨

講
　
師（兼）内
　
藤
　
一
　
成
　　
同
　　
⑩─近世の村や地域

講
　
師（兼）山
　
崎
　　
圭
　　
同
　　
⑪─戦後日本における戦争観をめぐる諸問題─

助
　
教
　　　
植
　
野
　
真
　
澄
東洋史学演習①─南アジア史の特質─

講
　
師（兼）石
　
川
　　
寛
　　　
同
　　
②

本
　
年
　
度
　
休
　
講
　　
同
　　
③─中国古代史研究に必要な漢文史料読解の方法を学ぶ

講
　
師（兼）鈴
　
木
　
直
　
美

　　
同
　　
④─范祖禹撰『唐鑑』を読む─

教
　
授
　　　
高
　
橋
　
継
　
男
　　
同
　　
⑤─清朝文献史料の研究─

講
　
師（兼）石
　
橋
　
崇
　
雄
　　
同
　　
⑥─アッバース朝時代中期の展開の考察─

講
　
師（兼）柴
　
山
　　
滋
西洋史学演習①─ハスモン朝の研究─

講
　
師（兼）三津間
　
康
　
幸
　　　
同
　　
②─古代ローマ史

講
　
師（兼）松
　
原
　
俊
　
文
　　
同
　　
③─ビザンツの歴史と歴史叙述─

講
　
師（兼）都
　
甲
　
裕
　
文
　　
同
　　
④─社会史とは何か─

講
　
師（兼）猪
　
刈
　
由
　
紀
　　
同
　　
⑤─近世ヨーロッパ史演習─

講
　
師（兼）坂
　
野
　
正
　
則
　　
同
　　
⑥─春学期
　
スペイン戦争
　
秋学期
　
シベリア戦争─

講
　
師（兼）冨
　
田
　　
武
　　
同
　　
⑦─さまざまなメディア、開 れた歴史─

講
　
師（兼）渡
　
辺
　
賢一郞
二六二
日本史学特講①─古代寺院の成立と展開─

講
　
師（兼）岡
　
本
　
東
　
三
　　　
同
　　
②─古代日本の国際交流─

講
　
師（兼）酒
　
寄
　
雅
　
志
　　
同
　　
③─多様な視点から古代仏教と出土文字資料について考察する。─

講
　
師（兼）有
　
富
　
純
　
也
　　
同
　　
④─戦国・織豊期「日本」の政治構造と社会─

講
　
師（兼）柴
　　
裕
　
之
　　
同
　　
⑤─中世武家政権史─

講
　
師（兼）細
　
川
　
重
　
男
　　
同
　　
⑥─近世都市論─江戸─

講
　
師（兼）松
　
本
　
剣志郎
　　
同
　　
⑦─十九世紀日本の地域経済─

講
　
師（兼）井
　
奥
　
成
　
彦
　　
同
　　
⑧─戦国と宗教─

教
　
授
　　　
神
　
田
　
千
　
里
　　
同
　　
⑨─二十世紀の日本の歴史

講
　
師（兼）渡
　
辺
　　
新
東洋史学特講①

本
　
年
　
度
　
休
　
講
　　　
同
　　
②─アジアにおける訴訟の比較史
　　
─一三世紀中国の訴訟社会を基点として──

講
　
師（兼）石
　
川
　
重
　
雄
　　
同
　　
③─宋代軍事制度の問題と軍隊改革

講
　
師（兼）大
　
室
　
智
　
人
　　
同
　　
④─清朝史上の諸問題

講
　
師（兼）石
　
橋
　
崇
　
雄
　　
同
　　
⑤

本
　
年
　
度
　
休
　
講
　　
同
　　
⑥

本
　
年
　
度
　
休
　
講
　　
同
　　
⑦─海から見たイスラーム史─

講
　
師（兼）栗
　
山
　
保
　
之
西洋史学特講①─古代ギリシア法廷弁論入門─

教
　
授
　　　
髙
　
畠
　
純
　
夫
　　　
同
　　
②─史料から見る古代ローマ社会経済史─

講
　
師（兼）井
　
上
　
秀太郎
二六三
　　　
同
　　
③─ビザンツ史入門─

講
　
師（兼）都
　
甲
　
裕
　
文
　　
同
　　
④─宗教改革と宗派化の諸相─

講
　
師（兼）猪
　
刈
　
由
　
紀
　　
同
　　
⑤─近世フランスの 教と社会─

講
　
師（兼）坂
　
野
　
正
　
則
　　
同
　　
⑥─イギリス革命史の変貌─

講
　
師
　　　
後
　
藤
　
はる美
　　
同
　　
⑦─春学期
　
スターリンと西欧
 秋学期
　
スターリンと日本─

講
　
師（兼）冨
　
田
　　
武

古文書学Ⅰ
　
─中世の古文書の様式を学ぶ─

講
　
師（兼）髙
　
槗
　
典
　
幸
古文書学Ⅱ
　
─江戸時代 村落古文書の構造を知る。実際の古文書を読む。─

講
　
師（兼）斉
　
藤
　　
司
法制史（日本）Ａ
･ Ｂ─植民地における法と慣習─

講
　
師（兼）後
　
藤
　
武
　
秀
法制史（東洋）Ａ
･ Ｂ─伝統中国法の発達とその特徴

講
　
師（兼）後
　
藤
　
武
　
秀
法制史（西洋）Ａ
･ Ｂ─【春学期】ヨーロッパにおける法の誕生と発展
　　　　　　　　　　　
【秋学期】ヨーロッパ近代法体系の確立─

講
　
師（兼）周
　　　　　
圓
考古学研究
　
─日本考古学を学ぶ

講
　
師（兼）田
　
中
　
英
　
司
自然誌Ａ①─水の自然誌〜自然・環境・生命・文明のかかわり〜─自然誌Ｂ①─水の自然誌〜水の関わる自然現象と人類の利用について〜─

講
　
師（兼）清
　
田
　
佳
　
美
自然誌Ａ②─植物の自然誌─自然誌Ｂ②─日本列島

講
　
師（兼）金
　
子
　
有
　
子
自然誌Ａ③─水の自然誌
　
ー自然・環境・生命・文明のかかわりー─
自然誌Ｂ③─水の自然誌
　
ー水の関わる自然現象と人類の利用についてー─

講
　
師（兼）瀧
　　　
景
　
子
博物館概論（秋学期）

助
　
教
　　　
植
　
野
　
真
　
澄
二六四
博物館学各論

本
　
年
　
度
　
休
　
講
博物館展示論（秋学期）

助
　
教
　　　
植
　
野
　
真
　
澄
博物館実習Ⅰ①─文献・民俗資料の取扱と模擬展示─

講
　
師（兼）龍
　
澤
　　
潤
博物館実習Ⅰ②

本
　
年
　
度
　
休
　
講
博物館実習Ⅰ③

講
　
師（兼）久
　
野
　
雅
　
司
博物館実習Ⅰ④

本
　
年
　
度
　
休
　
講
博物館実習Ⅱ（春学期）

助
　
教
　　　
植
　
野
　
真
　
澄
博物館資料保存論 秋

講
　
師（兼）土
　
肥
　　
孝
卒業論文

教
　
授
　　　
鈴
　
木
　
道
　
也
〔備考〕　
歴史学基礎演習①〜③は日本史学基礎演習Ⅰ、日本史学基礎演習に同じ。
　
　
歴史学基礎演習⑤〜⑥は東洋史学基礎演習Ⅰ、東洋史学基礎演習に同じ。
　
歴史学基礎演習⑦〜⑧は西洋史学基礎演習Ⅰ、西洋史学基礎演習に同じ。
　
日本史学基礎演習Ⅱは日本史学演習に同じ。
　
東洋史学基礎演習Ⅱは東洋史学演習に同じ。
　
西洋史学基礎演習Ⅱは西洋史学 に同じ。
二六五
二〇一五年度大学院文学研究科史学専攻講義題目〔博士前期課程〕日本史学特論Ⅰ─日本古代史の諸問題─

教
　
授
　　　
森
　　　
公
　
章
日本史学特論ⅠＡ・Ｂ─日本古代史の諸問題─

教
　
授
　　
森
　　
公
　
章
日本史学特論Ⅱ─戦国大名の成立と展開─

教
　
授
　　
神
　
田
　
千
　
里
日本史学特論ⅡＡ─戦国大名の成立─

教
　
授
　　
神
　
田
　
千
　
里
日本史学特論ⅡＢ─戦国大名の展開─

教
　
授
　　
神
　
田
　
千
　
里
日本史学特論Ⅲ─日本近世の民衆と権力

教
　
授
　　
白川部
　
達
　
夫
日本史学特論ⅢＡ・Ｂ─日本近世の民衆と権力

教
　
授
　　
白川部
　
達
　
夫
日本史学特論Ⅳ

本
　
年
　
度
　
休
　
講
日本史学特論Ⅴ─日本近現代史の諸問題─

講
　
師（兼）櫻
　
井
　
良
　
樹
日本史学特論ⅤＡ・Ｂ─日本近現代 の諸問題─

講
　
師（兼）櫻
　
井
　
良
　
樹
日本史学演習Ⅰ─日本古代史の基 料を読む

教
　
授
　　　
森
　　
公
　
章
日本史学演習ⅠＡ・Ｂ─日本古代史の基本史料を読む─

教
　
授
　　
森
　　
公
　
章
日本史学演習Ⅱ─中世の記録を読む─

教
　
授
　　
神
　
田
　
千
　
里
日本史学演習ⅡＡ・Ｂ─中世の記録を読む─

教
　
授
　　
神
　
田
　
千
　
里
日本史学演習Ⅲ─近世の国家と社会─

教
　
授
　　
白川部
　
達
　
夫
日本史学演習ⅢＡ・Ｂ─近世の国家と社会─

教
　
授
　　
白川部
　
達
　
夫
日本史学演習Ⅳ

本
　
年
　
度
　
休
　
講
二六六
日本史学演習Ⅴ

本
　
年
　
度
　
休
　
講
東洋史学特論Ⅰ─中国唐代の墓誌の検討─

教
　
授
　　　
高
　
橋
　
継
　
男
東洋史学特論ⅠＡ・Ｂ─中国唐代の墓誌の検討─

教
　
授
　　
高
　
橋
　
継
　
男
東洋史学特論Ⅱ─中国社会の構造と「格差」から見た近現代の変革─

准教授
　　
千
　
葉
　
正
　
史
東洋史学特論ⅡＡ・Ｂ─中国社会の構造と「格差」から見た近現代の変革─

准教授
　　
千
　
葉
　
正
　
史
東洋史学特論Ⅲ

本
　
年
　
度
　
休
　
講
東洋史学演習Ⅰ─中国唐代史料の解読・検討─

教
　
授
　　　
高
　
橋
　
継
　
男
東洋史学演習ⅠＡ・Ｂ─中国唐代史料の解読・検討─

教
　
授
　　
高
　
橋
　
継
　
男
東洋史学演習Ⅱ─清末中国における近代化過程 検討─

准教授
　　
千
　
葉
　
正
　
史
東洋史学演習ⅡＡ・Ｂ─清末 における近代化過程 検討─

准教授
　　
千
　
葉
　
正
　
史
東洋史学演習Ⅲ

本
　
年
　
度
　
休
　
講
西洋史学特論Ⅰ─古代ギリシア・ローマ 研究

教
　
授
　　　
髙
　
畠
　
純
　
夫
西洋史学特論ⅠＡ・Ｂ─古代ギリシア ローマ史研究

教
　
授
　　
髙
　
畠
　
純
　
夫
西洋史学特論Ⅱ─中近世ヨーロッパ研究の「古典」を読み直す

教
　
授
　　
鈴
　
木
　
道
　
也
西洋史学特論ⅡＡ・Ｂ─中近世ヨーロッパ研究の「古典」を読み直す

教
　
授
　　
鈴
　
木
　
道
　
也
西洋史学特論Ⅲ─近代以降の歴史学と歴 叙述─

教
　
授
　　
岡
　
本
　
充
　
弘
西洋史学特論ⅢＡ・Ｂ─近代以降の歴史学と歴史叙述─

教
　
授
　　
岡
　
本
　
充
　
弘
西洋史学演習Ⅰ─古代ギリシア史史料研究

教
　
授
　　
髙
　
畠
　
純
　
夫
西洋史学演習ⅠＡ・Ｂ─古代ギリシア 料研究─

教
　
授
　　
髙
　
畠
　
純
　
夫
二六七
西洋史学演習Ⅱ─中近世ヨーロッパ史研究指導─

教
　
授
　　　
鈴
　
木
　
道
　
也
西洋史学演習ⅡＡ・Ｂ─中近世ヨーロッパ史研究方法論─

教
　
授
　　
鈴
　
木
　
道
　
也
西洋史学演習Ⅲ─近現代史の諸問題─

教
　
授
　　
岡
　
本
　
充
　
弘
西洋史学演習ⅢＡ・Ｂ─近現代史の諸問題─

教
　
授
　　
岡
　
本
　
充
　
弘
考古学特論─日本考古 の諸問題

講
　
師（兼）土
　
肥
　　
孝
考古学特論Ａ・Ｂ─日本考古学の諸問題─

講
　
師（兼）土
　
肥
　　
孝
文献研究（日本）─明治維新史

講
　
師（兼）松
　
尾
　
正
　
人
文献研究（日本）Ａ・Ｂ─明治維新史

講
　
師（兼）松
　
尾
　
正
　
人
文献研究（東洋）─朝鮮 の史料を読む─

講
　
師（兼）趙
　　
景
　　
達
文献研究（東洋）Ａ・Ｂ─朝鮮史の 料を読む─

講
　
師（兼）趙
　　
景
　　
達
文献研究（西洋）

本
　
年
　
度
　
休
　
講
史料管理学

国文学研究資料館における研修

（集中講義形式）
日本史学研究指導Ⅰ─日本古代史を専攻する者に対する修士論文作成のための研究指導─
教
　
授
　　　
森
　　　
公
　
章
日本史学研究指導ⅠＡ・Ｂ─日本古代史を専攻する者に対する修士論文作成のための研究指導─

教
　
授
　　　
森
　　　
公
　
章
日本史学研究指導Ⅱ─日本中世史の諸問題─

教
　
授
　　
神
　
田
　
千
　
里
日本史学研究指導ⅡＡ・Ｂ─日本中世史の諸問題─

教
　
授
　　
神
　
田
　
千
　
里
二六八
日本史学研究指導Ⅲ─近世の国家と社会─

教
　
授
　　　
白川部
　
達
　
夫
日本史学研究指導ⅢＡ・Ｂ─近世の国家と社会─

教
　
授
　　
白川部
　
達
　
夫
日本史学研究指導Ⅳ

本
　
年
　
度
　
休
　
講
日本史学研究指導Ⅴ─日本近現代史研究─

教
　
授
　　　
大豆生田
　　
稔
日本史学研究指導ⅤＡ・Ｂ─日本近現代史研究─

教
　
授
　　
大豆生田
　　
稔
東洋史学研究指導Ⅰ─修士論文作成に向けて─

教
　
授
　　
高
　
橋
　
継
　
男
東洋史学研究指導ⅠＡ・Ｂ─修士論文作成に向けて

教
　
授
　　
高
　
橋
　
継
　
男
東洋史学研究指導Ⅱ─東洋史学研究指導─

准教授
　　
千
　
葉
　
正
　
史
東洋史学研究指導ⅡＡ・Ｂ─東洋史学研究指導─

准教授
　　
千
　
葉
　
正
　
史
東洋史学研究指導Ⅲ

本
　
年
　
度
　
休
　
講
西洋史学研究指導Ⅰ─西洋古代史研究指導

教
　
授
　　　
髙
　
畠
　
純
　
夫
西洋史学研究指導ⅠＡ・Ｂ─西洋古代史 ─

教
　
授
　　
髙
　
畠
　
純
　
夫
西洋史学研究指導Ⅱ─中近世ヨーロッパ 研究指導─

教
　
授
　　
鈴
　
木
　
道
　
也
西洋史学研究指導ⅡＡ・Ｂ─中近世ヨーロッパ史 方法

教
　
授
　　
鈴
　
木
　
道
　
也
西洋史学研究指導Ⅲ─近現代史の諸問題─

教
　
授
　　
岡
　
本
　
充
　
弘
西洋史学研究指導ⅢＡ・Ｂ─近現代 の諸問題─

教
　
授
　　
岡
　
本
　
充
　
弘
〔博士後期課程〕日本史学特殊研究Ⅰ─日本古代史の基本 料を読む

教
　
授
　　　
森
　　　
公
　
章

二六九
日本史学特殊研究ⅠＡ・Ｂ─日本古代史の基本史料を読む─

教
　
授
　　　
森
　　　
公
　
章
日本史学特殊研究Ⅱ─日本中世史の諸問題─

教
　
授
　　
神
　
田
　
千
　
里
日本史学特殊研究ⅡＡ・Ｂ─日本中世史の諸問題─

教
　
授
　　
神
　
田
　
千
　
里
日本史学特殊研究Ⅲ─近世の国家と社会─

教
　
授
　　
白川部
　
達
　
夫
日本史学特殊研究ⅢＡ・Ｂ─近世の国家と社会─

教
　
授
　　
白川部
　
達
　
夫
日本史学特殊研究Ⅳ

本
　
年
　
度
　
休
　
講
日本史学特殊研究Ⅴ

本
　
年
　
度
　
休
　
講
東洋史学特殊研究Ⅰ─中国唐代の墓誌の検討─

教
　
授
　　　
高
　
橋
　
継
　
男
東洋史学特殊研究ⅠＡ・Ｂ─中国唐代の墓誌の検討─

教
　
授
　　
高
　
橋
　
継
　
男
東洋史学特殊研究Ⅱ─清末中国における近代化過程の検討─

准教授
　　
千
　
葉
　
正
　
史
東洋史学特殊研究ⅡＡ・Ｂ─清末 における近代化過程の検討─

准教授
　　
千
　
葉
　
正
　
史
東洋史学特殊研究Ⅲ

本
　
年
　
度
　
休
　
講
西洋史学特殊研究Ⅰ─古代ギリシア 史料研究─

教
　
授
　　　
髙
　
畠
　
純
　
夫
西洋史学特殊研究ⅠＡ・Ｂ─古代ギリシア 料 ─

教
　
授
　　
髙
　
畠
　
純
　
夫
西洋史学特殊研究Ⅱ─中近世ヨーロッパ 研究方法論─

教
　
授
　　
鈴
　
木
　
道
　
也
西洋史学特殊研究ⅡＡ・Ｂ─中近世ヨーロッパ史 方法論─

教
　
授
　　
鈴
　
木
　
道
　
也
西洋史学特殊研究Ⅲ─近代以降の歴 と歴 叙述─

教
　
授
　　
岡
　
本
　
充
　
弘
西洋史学特殊研究ⅢＡ・Ｂ─近現代 の諸問題─

教
　
授
　　
岡
　
本
　
充
　
弘
日本史学研究指導Ⅰ─日本古代史を専攻する者に対する博士論文作成のための研究指導
二七〇

教
　
授
　　　
森
　　　
公
　
章
日本史学研究指導ⅠＡ・Ｂ─　
日本古代史を専攻する者に対する博士論文作成のための研究指導─

教
　
授
　　　
森
　　　
公
　
章
日本史学研究指導Ⅱ─日本中世史の諸問題─

教
　
授
　　
神
　
田
　
千
　
里
日本史学研究指導ⅡＡ・Ｂ─日本中世史の諸問題─

教
　
授
　　
神
　
田
　
千
　
里
日本史学研究指導Ⅲ─近世の国家と社会─

教
　
授
　　
白川部
　
達
　
夫
日本史学研究指導ⅢＡ・Ｂ─近世の国家と社会

教
　
授
　　
白川部
　
達
　
夫
日本史学研究指導Ⅳ

本
　
年
　
度
　
休
　
講
日本史学研究指導Ⅴ─日本近現代史研究

教
　
授
　　　
大豆生田
　　
稔
日本史学研究指導ⅤＡ・Ｂ─日本近現代史研究

教
　
授
　　
大豆生田
　　
稔
東洋史学研究指導─博士論文作成に向けて

教
　
授
　　
高
　
橋
　
継
　
男
東洋史学研究指導ⅠＡ・Ｂ─博士論文作成に向けて

教
　
授
　　
高
　
橋
　
継
　
男
東洋史学研究指導Ⅱ─東洋史学研究指導─

准教授
　　
千
　
葉
　
正
　
史
東洋史学研究指導ⅡＡ・Ｂ─東洋史学研究指導─

准教授
　　
千
　
葉
　
正
　
史
東洋史学研究指導Ⅲ

本
　
年
　
度
　
休
　
講
西洋史学研究指導Ⅰ─西洋古代史研究指導

教
　
授
　　　
髙
　
畠
　
純
　
夫
西洋史学研究指導ⅠＡ・Ｂ─西洋古代史 ─

教
　
授
　　
髙
　
畠
　
純
　
夫
西洋史学研究指導Ⅱ─中近世ヨーロッパ 研究指導─

教
　
授
　　
鈴
　
木
　
道
　
也
西洋史学研究指導ⅡＡ・Ｂ─中近世ヨーロッパ史 ─

教
　
授
　　
鈴
　
木
　
道
　
也
二七二
二〇一五年度卒業論文題目〔日本史学専攻コース〕近世阿賀川舟運について

湯
　
浅
　
裕
　
太
近世浅間山噴火の研究

松
　
本
　　　
恵
近世善光寺地震の研究

髙
　
橋
　
優
　
里
江戸の防火政策

浅
　
沼
　
知
　
隼
奈良時代における東北政策

大
　
野
　
佳
　
彦
藤原仲麻呂 権力実態についての考察

佐々木
　　　
嶺
奈良時代の女性権力について

藤
　
野
　
拓
　
朗
戦後千葉県における生活改善運動

上
　
條
　
紘
　
平
大坂城勤番の研究

枝
　
澤
　
麻
　
莉
足尾鉱毒事件における民衆運動と公害対策　
〜谷中村と松木村を事例に〜

本
　
田
　
信
　
幸
近世寺社参詣の研究

塩
　
田
　
彩
　
乃
近世歌舞伎の研究

生
　
井
　
あすみ
東京駅の設計と中央駅として 機能

清
　
水
　
慶
　
和
近代日本におけるゴルフ 発展過程

佐々木
　
康
　
介
江戸の水害と鯨船

今
　
野
　
友加里
高度経済成長期 地方財政危機─横浜市を事例に─
屋
　
田
　
浩
　
樹
平和博物館についての一考察

深
　
山
　
健
　
太
プロスポーツとの関係から見た平成 大合併 の地域性 考察
　
─さいたま市のＪリーグチームを事例に─

中
　
村
　
翔
　
太
人足寄場の研究

黒
　
木
　
あかね
近世後期の江戸における芸能興行の様相

勝
　
俣
　
真梨子
戦後復興期における自動車産業

森
　
口
　
賢
　
明
近代桑名における郷土意識の形成

杉
　
山
　
真
　
弘
戦時下における映画統制

吉
　
田
　　　
誠
高度成長期における「族」とファッション

高
　
田
　
すみれ
新聞に見る 日本の軍神像

髙
　
橋
　
愛
　
梨
豊臣政権の対北条政策

荒
　
川
　
真喜士
武蔵国荏原郡下丸子村 みる と家の動き

篠
　
原
　
恵吏子
大山参詣と安政火災

入
　
村
　
彩
　
音
戦後の再軍備問題

本
　
間
　
峻
　
太
古代の穢れ観とその移り変わり

宮
　
本
　
裕
　
奈
奈良・平安時代の夢について

雪
　
田
　
実
　
里
紀州田辺における鳴物停止

深
　
滝
　
萌
　
海
旧帝国海軍軍人像の形成 メディア

本
　
田
　
みなみ
平安時代の貴族の祖先祭祀について

折
　
尾
　
佳奈絵
明和中山道伝馬騒動の社会認識

渡
　
邊
　
沙
　
耶
摂関政治の成立と天皇との関係

富
　
澤
　　　
裕
四畿内制の成立に関する研究

髙
　
井
　　　
光
戦時期植民地朝鮮における兵役動員

田
　
中
　
康
　
平
御真影下付と私立諸学校

大
　
澤
　
未
　
奈
近世江の島弁財天の開帳

鎌
　
内
　
沙
　
紀
二七三
新体制運動下の風見章

下
　
田
　
崚
　
介
大正期の有馬頼寧と社会事業

櫻
　
井
　
伸
　
輔
南山御蔵入騒動について

加
　
納
　　　
唯
東大寺 仏造営について 考察

新
　
井
　
恵理子
古代における「国忌」の位置づけ

近
　
藤
　
あゆみ
関東大震災復興期におけるメディアの論調

鈴
　
木
　
順
　
也
近世鷹場における農民負担

飯
　
村
　
百
　
恵
北伐期における『外交時報』と半沢玉城

大
　
熊
　
勇
　
哉
源義朝とその武力について

新
　
地
　
大
　
輝
采女についての考察

小
　
林
　
涼
　
介
金本位制成立による日本経済の変容

飯
　
嶋
　
智
　
哉
長篠合戦について

稲
　
村
　
智
　
帆
戦後開拓地研究─埼玉県を事例に─

大
　
津
　
慶太朗
近世関東の水運と河岸

大
　
友
　
美
　
結
日光東照宮の御手伝普請について

菅
　
野
　
若
　
奈
六・七世紀の王位継承 王族

鈴
　
木
　
愛
　
美
真田昌幸と諸大名 関係

加
　
藤
　
真
　
也
大正期の幼稚園教育─秦野町幼稚園を事例 ─

矢
　
野
　
遼
　
輔
シャウプ税制と占領期 メディア

西
　
山
　
典
　
孝
木戸幸一にみる内大臣像

髙
　
野
　
剛
　
史
新河岸川舟運についての研究

細
　
谷
　
今日子
戦時期研究開発体制における実態と課題

萩
　
森
　　　
龍
埼玉県における生活改善運動と新生活運動

平
　
野
　
樹
　
里
戊辰戦争と奥羽越列藩同盟

鈴
　
木
　
愛
　
海
戦国期長宗我部氏の領国支配

長谷川
　　　
翼
戦後教育委員会制度の導入と改正過程の考察

菅
　
沼
　　　
峻
靖国神社 家護持法案と政党・メディア

稲
　
垣
　
沙
　
織
武田晴信の信濃進出と支配

武
　
笠
　
雅
　
博
善光寺地震における松代藩の動向

高
　
橋
　
春
　
実
伊勢斎宮の研究

赤
　
司
　
麻紀子
宇佐八幡宮神託事件と皇位継承について

原
　
田
　
和
　
将
〔東洋史学専攻コース〕明代における海禁と倭寇の関係

兄
　
内
　
亮
　
汰
劉邦集団の構造変化と漢帝国の成立について

廣
　
山
　
健
　
太
マムルーク朝時代の歴史家マクリーズィーが見たエジプト社会
斎
　
藤
　　　
蒼
十三世紀北インドのデリー・スルタン朝について
岡
　
野
　
美
　
鶴
〔西洋史学専攻コース〕中世ヨーロッパの商業技術の変遷

坪
　
井
　　　
望
中世ヨーロッパの思想と建築

土
　
本
　
美
　
菜
中世末期の英仏関係〜百年戦争〜

樋
　
口
　
翔
　
大
ビザンツ帝国と十字軍

渋
　
谷
　
友
　
輔
ローマ帝国とキリスト教

田
　
中
　
優
　
実
二七四
近世フランスにおけるモードの変遷

山
　
崎
　
康
　
平
中世ヨーロッパにおける笑い

南
　
部
　
飛
　
鳥
アウグストゥスと元首政

庄
　
司
　
裕里子
１９世紀フランスの高級娼婦

石
　
塚
　　　
碧
日米の原爆認識について　
─エノラ・ゲイ展示論争を踏まえて─

森
　　　
祐
　
太
近代フランスの食文化

津
　
川
　
萌
　
莉
中世後期フランスにおける表象のジャンヌ・ダルク
横
　
田
　
睦
　
月
中世ヨーロッパの戦争における騎士の役割と戦闘方法の変化
倉
  内
  ミシェル
一九世紀音楽における経済的役割

清
　
成
　
啓
　
貴
中世ヨーロッパにおける青少年兄弟会

野
　
口
　
ひばり
古代ローマの水利用

大
　
木
　
康
　
正
バロック美術と宗教

篠
　
崎
　
日絵理
イギリスにおける中流層と専門職

神
　
田
　　　
萌
近世イギリスのペスト

髙
　
嶋
　
友
　
梨
複合国家としての近 ハプスブルク帝国

松
　
田
　
美
　
紀
近世ヨーロッパにおける亡命難民

石
　
崎
　
亮
　
佑
中世キリスト教における煉獄

内
　
田
　
拓
　
海
中世ヨーロッパ世界における婚姻について

佐々木
　
ゆき乃
ベトナム問題とケネディ政権の政策

増
　
田
　
健
　
人
イタリア・ルネサン 期におけるパトロネ ジの諸相

直
　
井
　
裕
　
香
古代ローマにおける食糧供給

吉
　
田
　
悠
　
子
宗教戦争の中の八十年戦争

岡
　
野
　
すみれ
米国大統領就任演説から見た世界観

関
　
本
　
拓
　
也
古代ギリシアにおける公共奉仕について

牧
　
野
　
友
　
香
イタリアにおける食文化と歴史

豊
　
島
　
直
　
哉
十字軍とイェルサレム

菊
　
池
　
建
　
志
中世ヨーロッパの罪と裁き

鞘
　
野
　
良
　
枝
絵画にみる女性の生き方

中
　
島
　
美知歩
宗教改革と農民戦争

渡
　
邉
　
裕
　
子
中世ヨーロッパにおけるドラゴンの表象とその変遷
酒
　
井
　
祐
　
佳
マリア・テレジアの政治

伊
　
藤
　
彩
　
希
聖女像にみる女性の社会的役割

竹
　
中
　
夕
　
貴
革命期フランスにおける教育改革

荒
　
川
　
なつみ
中世都市国家フィレンツェにおけ 同業組合 性格
坂
　
庭
　
健
　
太
独ソ戦期におけるホロコーストの研究

西
　
村
　
友
　
貴
「魔女狩り」と人間

杉
　
浦
　
啓
　
介
中世スペインのユダヤ人

新
　
村
　
海
　
織
メディチ支配の特質

内
　
田
　
空
　
良
近代イギリ の上流階級

柴
　
田
　　　
翠
１８世紀オーストリア帝国における軍隊

米
　
田
　
汐
　
里
二七五
スペイン内戦と国際関係

長
　
澤
　
ゆ
　
い
マーシャルプランが西欧諸国に与えた影響

小
　
林
　
悠
　
哉
古代ギリシアの祭り

橋
　
本
　
香
　
菜
古代ギリシアにおける 争

窪
　
島
　
未
　
来
二〇一五年度修士論文題目古河公方成立期の権力構造　
─享徳の乱における奏者の動向から─

後
　
藤
　
陽
　
介
政策総合の潮流と桂園体制の崩壊　
─日露戦後の政党と審議会─

伊
　
藤
　
陽
　
平
北洋海軍の発展とその実態

小
　
倉
　
拓
　
也
ヘロドトスの歴史叙述における予言の役割

加
　
納
　
哲
　
夫
古代ローマにおける大理石採石場運営

本
　
田
　
大
　
紀
近世イングランド 戯曲本　
─英国ルネサンス演劇の戯曲本 成立と役割

内
　
山
　
恵理子
二七一
西洋史学研究指導Ⅲ─近現代史の諸問題─

教
　
授
　　　
岡
　
本
　
充
　
弘
西洋史学研究指導ⅢＡ・Ｂ─近現代史の諸問題─

教
　
授
　　
岡
　
本
　
充
　
弘
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